
協定留学近況報告書 

記 入 日 2015年 11月 11日 

留 学 先 大 学 ノースイースタン大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：経営学部，（現地言語での名称）：D'Amore-McKim School Business 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2015年9月－2016年5月 

明 治 大 学 で の 所 属 経営学部経営学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部2年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

  



 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

大学１年の６月頃から、ノースイースタンに留学していた先輩（2013-2014）とこれから留学に行く先輩(2014-2015)とコン

タクトを取り、実際の留学生活や準備の仕方について随時疑問点があった際に質問させていただいていた。自分がわからな

いことに対して丁寧に返答していただき、疑問点がないまま留学生活をスタートさせられたことが非常に良かったと思う。また

2015年３月に実際にボストンに訪問し、先輩方を訪ね実際の生活感を肌で感じることができた。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：J-1 申請先：米国大使館 

ビザ取得所要日数：約１ヶ月。 

面接後、ビザが家に届くまで１週間ほど要しました。 

（申請してから何日／週間要したか） 

ビザ取得費用：約７−８万円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

留学先からの DS-2019が必要となります。内定を頂いた後に、留学先の大学から送られてきます。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

オンラインでの手続きを行います。その後、アメリカ大使館での面接日を予約し、面接を受ける形となります。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

留学先の大学名、専攻、留学期間。面接時間は１０秒程度でした。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

Youtubeでビザ取得の方法を動画で見ながら、手順通り作業をしていたため、問題ありませんでした。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

カード支払いが多いため、デビットカード、またはクレジットカードを作っておくことをお勧めします。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 ANA 

航空券手配方法 
オンライン購入 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 ボストンローガン国際空港 現地到着時刻 １２；００am 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 約４０分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

空港から最寄りの駅までシャトルバスが出ていたらしいのですが、個人的なことを言うと荷物が多かったこともあり、Uber（タク

シーよりも安く移動する際に利用するアプリ）をダウンロードし、利用しました。 

大学到着日 ８月２６日１２時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 



ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 オンラインでの書類提出でした。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

問題なかったです。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 ９月１日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 必要手続き・注意事項の確認 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ９月９日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

個人的な滞在許可書等の申請は必要ありませんでした。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

なし。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

なし。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

オンライン 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
起床 起床 起床 起床 起床             

10:00 
朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 起床 起床 

11:00 
授業 授業 授業 授業 授業 朝食 朝食 

12:00 
授業 授業 授業 授業 授業 予習       

13:00 
予習 予習 予習 予習  予習 外出 自習 

14:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

15:00 
授業 授業 授業 授業 授業             

16:00 
Office hour Office hour Office hour Office hour MTG             

17:00 
復習 復習 復習 復習                   

18:00 
夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 

19:00 
                                          

20:00 
自習 自習 自習 自習 自習 自習 自習 

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                     

24:00 
                                          

  
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

今学期は 4 つのクラスを取っているのですが、すべての授業が少人数です（15 人）。面白いことに、授業によってはその授

業への参加点（どれだけ授業に貢献していたかを数値化し、成績の一部となる点）がクラスの学生達の評価で決まるそうで

す。つまり、自分の成績は、どれだけ他の人に自分の名前、さらに“良い”ことを授業中に言えるかにかかっているわけです。

このように言語の面で初めの２、３ヶ月は厳しいと思いますが、それに負けじといろいろなサポート体制があります。これについ

ても書こうと思えばきりがないのですが、それを使うかどうかを決めるのも学生次第なので、積極的に利用してみることをお勧

めします。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

留学先で思い描いている“環境”はどのようなものでしょうか？その思い描いている環境を日本で“自分のみ“によって擬似

再現してみることをお勧めします。そうすることによって、実際に行ってみてどの程度違うかがわかると思います。もちろんこち

らの TA や教授、友人はみなさん非常に優しくて、わからないことを丁寧に何度も教えてくれます。しかし、できるだけ早く自

分でできることの範囲を広げていって、最終的には周りのアメリカ人と同等の評価基準で教授から見られたいと思っていま

す。このように、行くからには留学生という名前にこだわらずに、現地の優秀な学生と対等な立場で戦うんだという気概を持

って行ってもらえると、充実した８ヶ月間になるのではないかと思います。 

 


